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1

中国語の語 法的方法の体 系で重要なのは,語 序 と虚 詞(あ るいは補 助 詞

㎝y狐e6Hoec.1[oBo英 語 のform-word-一 一一 訳 者)で あ る。 この虚 詞 に よ り文 中

の あ る一定の単語の役割 がは っき りとす るし,単 語 間 の語 法 的 むす び つ きが

決定 され る。 しか し語序 のは た らきが基本的 に上述 の分野にか ぎ られ るとす

れ ぽ,虚 詞 の使 用 範 囲 は た い へ ん広 い。中国語 法(ま た西 欧)の 伝統 に よる
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「虚詞」の概念には,多 くの言 語学 者(基 本 的 には ソビエ トの)が 附 加成 分

(吋 ΦHEC,affix)と して い る もの も含 め て,あ らゆ る補助 的 要素 が入 る。 も

しも 「虚詞」 とい う術語 を広 い(こ れ まで の)意 味 に と るな らば,中 国語 の

虚 詞 の うちの い くつ か は実詞 のカテ ゴ リー的意味 の上に積み上げ られ た補充

的附随的 な語 法的意味 とな ることを認 めねば な らない。
(1)

虚 詞の この本質は 中国の言語学 者の注意 を ます ます引 きつけてお り,そ

れ らを区 分 して,と りわ け 虚 詞 の うちか ら特 殊 な モル フェームと してア フ ィ
(2)

クスを とりだそ うとしている。

実詞の附随的な語法的意味をつたえるアフ ィクスやそのような虚詞を選

別す ることによ り,中 国語の形態構成の形態論を語 ることができるようにな

る。中国学の文献では形態論の宣言的認定か ら形態的要素のよ り深い研究,

したがってまた中国語の形態論全体への移行がみ とめ られ る。
で　ラ

虚詞の形態論については多 く書かれているが,こ れを若干の中国の言語
(4)

学者は分析形態 論 として論 じている。

本 論の研究対象 は中国語 の虚詞 のひ とつ で,被 動態 に用 い られ る 「被 」

であ る。

そ の プ リズムを とお して研究す るのは,中 国語 の形 態 論 の諸 問 題,形 態

要 素 の本 性 と特 徴 の 問 題,そ れ に 中国 語 の語 法範 疇 の問 題 であ る。

「被」のはた らきを明 らか にす るこ とは これ らの問題 の研究 と直接 むす び

つ いてい る。言語 システ ムにおけ る 「被」 の本性 とその位置 につ き,あ る程

度 行 なわれ て い る議 論 が事 実上は もう中国語 の形態 論の特徴 にか んす る一般

的議論 にな った。

「被」は シ ンタ ックスに も形態要素 に も関係を もつ。 シノ ロジーでは これ

が至極多 様に,つ ま り,プ レフ ィクス,前 置 詞,助 動 詞 と して解 釈 され て い

(1)語 法論集,第 一集,北 京,中 華書局出版,1957。

(2)呂 叔湘,羽 、徳宣,助 詞説略,中 国語文,1956,No・6,33-39頁 。

(3)張 寿康,略 論双語構詞法,中 国語文,1957,No・6,1-8頁 。

(4)高 名凱,語 法萢疇,語 法論集,第 二集,北 京,中 華書局出版,1957,65頁 。

-2一



中 国 語 の 受 動 態 (157)

る。種 々の相 異 った観 点 が あ る とい うこ とは,こ の虚 詞 の用 い方 を決 定 す る

理 由 もそ の言語 機能の条件 もこれ まで明 らか でなか ったか らであ る。

一般 言語学 か ら引いたア フ ィクス,単 語 の形 態,そ れ に語 法 範 疇 にか ん

す る普 通 の概念は,中 国語 に は あ ま り適 用 され ず,ま た 往 々に して ま った く

適 用 され ない。 これは 「被」 の本質の問題 と,そ れ か ら発 生 す る問題 の解 決

を むず か しくす る。

虚詞 「被」は シ ンタ ックスの要素であ るとい う考 えが,い ち ぽ ん広 く行

なわれ て い る。 こ うい う解釈 の しかたは いろいろ と説 明 され根 拠づけ られ て

いる。 しぽ しば 「被 「は動作 の主体 の附加成分(aOKa3aTenb一 以下 ロ シヤ

語 を略 す 訳 者)と よばれ,ま た被 動(受 身)の 意 味 が そ の文 に ふ くまれ

て い る とみな され てい る。

形態 論的立場 にあ る人は 「被」 を動詞の受動の意味 をあ らわす方法 とし

てい る。

この ような 「被」の解 釈にたいす る反論は一般 理論の考察 の線で行 なわ

れ,次 の 点 を根 拠 に してい る。1)「 被 」 が 動 詞 か ら分化 した こ と(シ ソタ ッ

クス的 分 離)。2)単 語 の み な らず 単 語 の結 合 に形 態 をあた え うること。3)

「被」 を任 意 に使用 し うる こ と。

「被 」が形態化 されない ことは滅多 にない。 したが って,そ れ が あ らゆ る

動 詞(他 動 詞,自 動 詞)と 共 に用 い られ る とい うこ とを理 由に態(3aaer,voice)

をあ らわせ る。 これ らの こ とや 任意 な使 用 に よ り,中 国語 には 能動 態,受 動

態 が な い と もいわ れ る。 した が って また,概 して い えば 態 や 態 を あ らわ す 附

加成 分がない ともいわれ る ことにな る。本稿で研究す るのは 「被」のはた ら

きの条件であ り,「 被 」 が形 態 要素 に関 連 す る こ とが問題 として提起 され よ

う。

H

「被」を構成 中にふ くむ文では受身 の 意味 は 具備 されているようにみえ

る。 したがって語法的見地か らその意味が何か,そ してどんな方法でそれが
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あ らわ され るか,を 明 らか にす るの が任 務 とな る。

文 が受身であ ることは,動 作 の現 実 の主 体 と客 体 を あ らわす単語 間 に一

定 の関係があ るこ とで判断 され るのがふつ うであ る。

と くに ロシヤ語 では 「動作の現実 の客体(単 語,そ の意 味 す る もの。 筆

者)が 主 格 の形 で文 の主 語 とな り,そ して現 実 の 動作 の主 動 者(単 語,そ の

意 味 す る もの 。 筆 者)が 前 置 詞 の ない造 格 の形 で補 語(AononHeHvae・ 英

語 のobject・ 以 下同 じ 訳 者)と な る と き,言 い か え る と,主 語 とな る人

あ るいは 物 が動 作 を お こさず この動作 の附加語 とな ってあ る動作 を うけ ると

き,語 法 的意 義 で の 受 動 の意 味 で は,動 作 の主 動 者 と動 作 の客 体(動 作 の主

動 者 と動 作 の客 体 を意 味 す る単語間 の この よ うな語 法関 係 筆者)と の間
くの

にこのような関係がわか る。」

もしも動詞の一定の形態が一定の主体 ・客体的関係に一致すれば,そ れ

は態関係である。 「態の範疇 は 動詞 の 形態にあ らわされている動作の主体

(主動者)と 客体(主 体 と客体 を 意味す る単語間 といったほ うがよいか もし
(6)

れ ない一 筆者)間 の関 係 を意味 す る。」

主 体 ・客 体 関係を変 えると態 も変 る。 同 じ現実の主体 ・客体関 係を語 法

的に変 えて表現す る と,能 動 態 ・受 動 態 と異 った語 法約 意味 にな る。

ロシヤ語 では態の意味 を表わす のに二つ の方法があ る。第一 は主体 と客

体を意味 す る単語を用 い,文 の 一定 の成 分 のは た ら きに よ る。第二は特殊 な

動詞 の形 であ る。た とえば,受 動 態 は 客体 を あ らわ す単 語 が 主語 に用 い られ

て表わ され,ま た特 殊 な動 詞 の 形 に よって(助 詞 「℃副 あ るいは形 動詞 の

形)で あ らわす 。 このば あ い次 の従 属関係があ る。 つ ま り,主 語 とな る客 体

を あ らわ す 単語 を用 い られ るのは,一 定 の動 詞 の形 に よ って だけ であ る。

た とえば 《Pa60qvaecTpomiAoM》 と 《五〇McTpovaTcflpa60qvaMH》 。

これ らの文 では動 詞 が各 種 の態形式 に用 い られ てお り,同 一 の現 実 の 主

(5)《rpaMMaTHKaPyccKoro兄3blKa>>・T・LM・,1953,cTp・416・

(6)同 上 、412頁 。
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体 ・客 体 関 係 が ちが って表 わ され てい る。 第一例 では 《AOM》 とい う単 語 が

動 作 の客 体 とな り,補 語 の は た らきを してお り,第 二 例 で は 《AOM》 とい う

単 語 が客 体 であ りなが ら主語 にな っている。動作 の主体 の 《pa60qrm》 とい う

単 語 もまたそ の は た らきが 異 り,第 一 例 で は主 語,第 二 例 では 補 語 であ る。

ロシヤ語 では名詞 の機能変 化は,そ の格 形 式 の変 化 に よ るのが ふつ うで

あ る。

上例の 《AOM》 とい う単 語 のは た らきは,そ れ ぞ れ 異 って い る。 しか し

表 面は 単語の形態 上あ らわれていない(無 生 物 の 男性 名詞 の対 格 と主 格 の語

尾は一致す る)。

第 二 例 の 《AOM》 が 主 語 と して の は た らきを して いるのは,動 詞 の形 態,

よ り正 し くい え ば助 詞 の 《一㈱ 〉に よってであ る。

助詞 《-efl》(動詞 の 受動 態 の形 態 で あ る)は,第 二 例 で は動 作 の客 体 が

主 語 で あ り,ま た主 語 と述 語 間 の 関 係 が動 作 の客体 と動作 との関係であ るこ

とを しめ してい る。

受動態 の動詞 の形態が こ うい うはた らきをす ることは,動 作 の主 体 を あ

らわ す単 語 の な い二項の文では もっとは っき りす る(三 項 の 受動 態 文 に おけ

る動作 の 主体 は造格であ り,主 語 が 何 か ほ か の単 語 で あ る こ とを間接 に証明

してい る)。 た とえ ば,

《Mallbqmcno6vai》 と 《ManbqHKno6vaT》 。

第 一 例 の能動 態 形 式 の 文 で は 主語 とな るものが動作 の 主体 とな ってい

る。第二例 の 受動態形式 の 文では 主語 にな るものが 動作 の 客体 であ る。

《MaibqnK》 とい う単 語 は 態 が 異 な るに つれ,主 語 であ りなが ら動 作 の主 体

に な った り客体にな った りす る。 と くに大事 な ことは これが動詞(態)の 形

に か ん して だけ 著 しい こ とで あ る。 言いか える と,態 の形 を か え る こ とに よ

り主語 の 内容が変化す る。

同 じ現実 の主体 ・客体関係を ちが ってあ らわ している三項 の中国語 の文

をみてみ よ うQ
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他那庄重的階唇封住了許多話
Qoo

許多話却被他那庄重的噴唇封住了(林 海,318)
goo

第一の能動態 の文では 「許多話」 とい う単 語の結合が客体であ りなが ら

補 語 となってい る。第二の受動態 ではそれが主語 であ る。

「嗜唇」は動作 の主体 をあ らわす単語 であ るが,ま たは た らきが変 って い

る。第 一 の文 では主語であ り,第 二 の文 で は補 語 で あ る。

ロシヤ語では文の顛倒 は名詞 の形態 と動詞 の形態 に よってつ よめ られ る

のがふつ うであ る。 単語 の シ ソタ ックス としてのはた らきを 表わすための

語序 は語 法的はた らきを しない。(<<Pa60qHecTpofiTAoM》 《五〇McTPOfiT

pa60qHe》,《Pa60qvaMucTpoHTcfl江oM》 《江oMcTpomcflpa60qMMva》)

中 国語 の名 詞 に は 格 が な いか ら,能 動 態 か ら受 動 態 に か え るに は シ ソタ

ックス関係をあ らわす ために,ほ か の方 法 を と らね ば な らな い。 受動態 にお

け る名詞の他 の シ ンタ ックスのはた らきをす る成 分 となれ るのが,新 ら しい

語 序 で あ る。能 動 態 で 動作 の 客体 となる単語 が 動 詞の後 におかれ るとすれ

ぽ,受 動 態 で は そ れ が 文 の は じめ に あ る。

もしも,中 国語 の 固定 した語 序 を み とめ ることか ら出発 す るな らぽ,ま

た補 語 を もつ他 動 詞 を述 語 とす る文 の主語 はつね に文 のは じめ にあ り,補 語

は文 の おわ りに あ る と考 え,文 中 の単語 の位 置 を か えれ ば,い つ で もそ の は

た らきが変 る とい うことか ら出発すれば,第 二 の文 の動 作 の 客体 を 主語 とみ

る根拠 がで て くる。

もし第二の(受 動 態)文 の 「被 」 の は た らきを は なれ ると,二 項 の文 に

おけ る単 語 の 新 ら しい 位置 は単語 のはた らきの変化(補 語 に な ってい る単 語

は主 語 とな る),ま た 主 語 の 内容 の変 化(前 に は補 語 だ った客 体 の意味 を も

つ単語 は主語にな る)を 説 明 で きるか も しれ ない 。

しか し,も しも この立 場 か ら二 項 の 受動 態文を相応す る能動態交 と比較

してみ ると,能 動 態 か ら受動態 にか え る と き(ま た反 対 の ぼ あ い も)単 語 の

置換 え は おお む ね行 なわ れ ない。主語 の内容 は単語 の位置がかわ ることに よ
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って変 るものではな く,「被」があるかないかによる。たとえぽ,

他拒絶登階

他被拒絶登随

第一例では主語の 「他」 と述語の 「拒絶」の間に動作の主体 と客体 との

関係がある。

第二例の受動態では主語の 「他」 と述語の 「拒絶」 との関係は客体 と動

作 との関係である。

代名詞 「他」はどちらの文で も主語であ り,文 を倒置 して も位置は変 ら

ない。

ふたつの文で述語のグループは同 じだが,主 語の内容はちが う。 「被」

のある文では主語が動作の客体の意味 となる。このことか ら明 らかにいえる

のは,二 項の文に 「被」があるため主語の内容が変 り,文 全体が受動態にな

ることである。

「被」は動作を伴な う動作の主体 として 「他」 と 「拒絶」 とい う単語の相

互関係をしりぞけ,動 作を伴な う動作の客体として,こ の二つの単語の相互

関係を定める。

「被」のこうい う文中での 語法的はた らきは,「 名詞は動語 とむすびつい
(7)

て動作の主体た る主動者(HPOH3BOAMTe」[L)た る こ とを や め る」 受動 態 の附 加

成 分(abOPMaHT,formant)の 語 法 的 は た らき と同 じで あ る こ とがわか る。

したが って二項 の文 の主語 の内容 の変 化は,単 語 の位 置 の変 化 とは 関係

が ない 。ただ 「被」を用い る ことに よってのみ能動態 を受動態 にかえ る こと

がで きる。

三項 の文 におけ る 「被」 のはた らきは ど うか。

以上に述べ た よ うに文 中の単 語の位置 をか え ると,そ の は た らき も変 る

とい うこ とは,現 在 で は大 部 分 の 研究 者 の み とめてい るところであ る。そ の

(η 同上。
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他文のは じめに主語だけでな く補語 もおけるとみな しているものもいる。は

た らきをかえずに文の成分をおきかえ られるとい うことか ら出発 して,次 の

二つの構文を比較 しょう。

同時后半句他又突然鎖住了(林 海,318)

許多話却被他那庄重的噛唇封住了(林 海,318)

もしも第二の文にある 「被」をとると,現 にある成分と単語の位置か ら

みて,こ れ らの文は一致する。この二つは 「客体の名詞一 主体の名詞一

動作の動詞」の公式にな る。いずれの文で もは じめの名詞は非活動体で,第

二の名詞は活動体であ り,動 詞は同 じ型の造語様式によ り構成 され る。

第二の文に 「被」のあることを考えに入れなが ら,二 つの文を比較 して

みると,こ れ らの文の構造はちが うようにみえる。第一の文では客体の名詞

は補語で(前 に出されてお り),第 二の文では客体の名詞は主語である。 客

体の名詞の各種な シンタックス的 はた らきは,そ の位置では 説明できない

(それ らの位置は同 じである)。 文の間のただひとつの違いは(客 体が主語に

なっている)第 二の文に 「被」があることである。 これによ りはっきりと結

論を出せ ることは,第 二の交におけ る客体の名詞の他のはたらきは 「被」の

あることできまる。第二の文か ら 「被」をとりさって,こ の結論を しらべる

ことができよう。この文に 「被」がない と受動態でな くな り,文 中での名詞

のはたらきは変 り,シ ンタヅクス上は第一の もの と同 じになる。

こうして三項の文では(二 項の文でも)「被」が動作の客体 と動作の関

係として主語と述語間の一定の相互関係を,ま た動作の主体動作 との関係 と

して補語 と述語間の一定の相互関係を決定す る。 「被」は三項の文で動作の

主体 となる単語の前におかれ る。 したがって 「被」は しば しぼ動作をするも
(8)

の の 附 加 成 分(nOKa3aTeπb)と い わ れ る 。

(8)べ ・イ サ エ ンコ,エ ヌ ・カ ロー トコ フ,イ ・サ ヴ=一 トフ ・チ ェ ソ,中 国 語 教

科 書,エ ヌ 。エ ヌ ・カPt-一 トコ フ編,5分 冊(ガ ラス 印刷 法),1951,380頁;呂

叔 湘.朱 徳 煕,語 法 修 辞 講 話,北 京,Jl明 書 店,1952年,18頁 。
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中 国 語 の 受 動 態 (163)

シ ンタ ックス の はた らきか らい うと,「 被 」 は ロシヤ語 の助 詞 《-Cfl》を

思 わ せ る。 動 詞 の述 語 に 《一・CH》が あ るぽ あい,主 語 に は客 体 が補 語 に は 主 体

が な る。

ところで 「被」 は 《℃乱》の よ うに 「動作 の実際上の客体 が文 の主語 とな

り,動 作 の 実 際 上 の主 動 者 が 補語 とな るぽ あい,動 作 の主 動 者 と動作 の客 体
(9)

との間 の この ような関係」 の もとにあ る動詞 に受動 の意味 をあたえ るだ ろ う

か。 「被」は 《-cn》と同 じよ うに動 詞 の形 態 で あ り,中 国語 には 受 動 態 の カ

テ ゴ リーが あ る といえ るだろ うか。 「被」 のはた らきは シンタ ックスの領域

にのみか ぎ られず,受 動態 の単 語 間 の 関 係 を操 作 す る虚詞た るに とどまらな

い。 こ うみ なす べ きではないのか。 「被」は文 中のあ らゆ る単語 つ ま り動詞

と も主体や客体 とな る名詞 とも同 じよ うにむす びついているとみなすべ きで

は ないのか。

「被」は何 よ りも動詞 とむすびつ くとい うのが事実であ る。第一に 「被」

が文に用 い られ るためには動詞の ある ことが唯一 のそれ と同時に充分 な条件

であ る。動作 の主体や客体 を しめす名詞 はな くともよい。第二 に 「被 」は多

く動詞 の述語について用 い られ るとはい って も,あ らゆ るは た らきをす る動

詞(定 語,主 語,あ るい は他 の動 詞 の補 語)に 用 い られ るの が標 準 に な って

い る。 したが って 「被」 は何か特定 の シソタ ックス構造 とむすんで用 い られ

るのでは ない。それ があ らゆ るばあいに用 い られ る唯一 の条件は動詞 のあ る

'
こ とで あ る。 「被 」 が動 詞 とは っき りむすびついてい ることは,こ の むす び

つ きの性 質 に か んす る問題 の設定 のために充分 な根拠 と塗ってい る。実詞た

る動詞 との関係上 この 虚詞 の全面的な考察 が必要であ る。

「被」は各種 の 型 の 文 にあ らわれ る,非 限 定 の 主 語 を もつ 文,主 題 文

(TeMaTHqecKoenpeAllo?fteHHe)ま た 主 と して 「主 語 一 被 一補 語一 述語」あ る

いは 「主語一 被一 述語」の公式か らなるふつ うの文に あ らわれ る。

(9)《rpaMNraTIIKaPyccKoroA3LIKa>>,T・1・cτP・ 斗16・
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(164) 人 交 研 究 第三十四輯

「主語一被一(補 語)一 述語」の型の動詞文におけ る 「被」

受動態の文の最少限の成分 として 「被」の外に主語と述語がある。 こう

い う文を二項の文 とい う。 三項 の 文では もうひとつの成分 として 補語があ

り,「被」 と述語の間におかれ る。

例

「主語一被一述語」(二 項の文)

可是没等開口,探 也被包園了(林 海,339)

「主語一被一補語一述語」(三 項の文)

地又看見自己被許多人拉批着(虹,44)

この二つの公式か ら中国語におけ る相異なった二つの 「被」が問題とさ
(le)

れる。

しか し(上 述のように)二 項の文で も三項の文でも 「被」の用途は同 じ

である。つまり,「被」はいずれのぽあいで も補語のあるなしとは関係な く,

能動態を受動態にかえる主 な方法となる。 この観点か ら 「被」は補語に対す

る関係では中性である。 この ことを根拠に して,受 動態文(二 項 または 三

項)の 数量的構造をはなれ,受 動態に必須の要求たる 「被」と,ま たそれ ら

の相互関係につながる動詞の考察を再びは じめることにする。

動 詞 の 述 語

「被 」を動 詞 とともに用 いる条件

多 くの研究家 のみ とめ る とお り,「 被 」 が 受動 態 に 用 い られ るに は一定

の条件がい る。

た とえば多 くの学 者 と くに中国の学者は動 詞に語尾形態 のあ ることが,

「被 」 が 動 詞 と と もには た ら く 条 件のひ とつ とみ てい る。 それ とと もに次 の

ような条件 もみ とめ てい る。

⑩ 黎錦煕,新 著国語文法,上 海,商 務印書館,1954,44頁 。
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中 国 語 の 受 動 態 (165)

1)動 詞の後に前置詞 ・後置詞構造あるいは動作が数量性を もち,そ し

て 「得」でみちびかれた構造があること。

2)動 詞の前に副詞があること。

3)動 詞に特殊な造語溝造のあ ること。

(11)

4)一 回 体 を あ らわす 「プ レフ ィクス の一」 のある こと。

「被」 を用い る条 件 とな るこれ らの要素は,動 詞 に た い してお か れ る地 位

と動 詞 へ の 「結合」 の程度 とい う二つの特徴 に よって系統 的に整理 で きる。

中国の学 者は これ らの要素を,そ の位 置 か らみ て前 置成 分 と後 置成分 に分け
(12)

るのがふつ うであ る。

前 置成 分にな るのは各種の副詞 と一 回体 の 「一」であ り,後 置成 分 は 数

量 補 語,形 態 構成 と造 語 の サ フ ィクス,動 作 の数 量 性 を もつ 構 成,そ れ に動

詞 の 後,文 の終 りに お かれ る前 置 詞 ・後 置詞構造 であ る。

条件のひ とつは形態 論的にみ られ る し,そ の他 は シ ソ タ ッ クス的 に み ら

れ る。形態論的 な ものは形態構成 の アフ ィクス,動 詞 の 造語 的 構 造 で あ る。

そ の他 はみ な シンタ ックスの条件 とな る。

「被」 とともにあ る動 詞がはた らくために必要 な上記の条件 はつ とに 中国

の文献 にみ えてい るが,そ れ らに は 何 の 必 要性 が あ り,ど ん な役 目を して い

るか は 不 明 だ った。 上述 の よ うに 「被 」は主 と して動詞 に 「密着」 してい る

ことか ら,ま た 受 動態 の 特 徴 とな る諸 関 係 をつたえ られ ることか ら,動 詞 の

あ る特 定 の 形 態 構成 の 方 法 とみなす ことがで きそ うであ る。 しか し上記の条

件 があ るので,疑 問 の余 地 があ る。

実 際,「 被 」を動 詞 と用 い るの に何 らかの条件が必 要だ とすれぽ,そ れ を

動 詞 の形 態 要 素,動 詞 の形 態 構 成 の方 法 とみ なせ るだろ うか。 も しこの よ う

な構造が必要欠 くべか らざる もの とすれば,「 被 」 が ひ とつ の 動 詞 に つ き,

「動 詞+前 置 詞 ・後 置 詞 構 造 」 に は つ か ない と みなせ る だろ うか。 もしも

(ID王 迩,``把PJ字 句和"被"字 句.上 海,新 知識出版社,1956,36頁 。

ω 同上。
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(166) 人 文 研 究 第三十四輯

「被」が単語の結合 を 支配 し単語を支配 しないよう・だ とすれば,こ れを形態

要素 とみなせ るだろ うか。

動詞についた 「被」のはた らきのあれ これの条件 を 考えると,「被」と

動詞のむすびつ きの性質にかんす る問題に答がでて くる。

動詞の造語構造とその形態

「被」 と共に用い られ る動詞は構造か らいっても形態か らいっても多様で

あ り,単 音節の もあれぽ二 音節のもあ り,形 態をもっているもの もあれぽ形

態のないの もある。

単音節動詞

但是他害 柏会被人笑(巴 金,霧 雨電,326)
Ol

他被迭些人三番五次地罵,忍 不住要友火(王 迩,37)
o

我得直接的捉 人,或 是被 捉,我 比 他1門明 白一一一一些(老 舎,24、
o

サフ ィクスのついた単音節動詞

迭篇故事講一 ケ皇帝,最 喜炊穿新衣服就被繭ケ騙子騙了(叶 聖陶,童 話
oo

選,0040)

自己 的 先 生被 系 了(魯 迅,朝 花 夕拾,萢 愛 衣,0095)
Oe

只有…迭丙 ケ院子 …没有被他 椚焼道(越 樹 理,125)
oo

その成分が連合関係にある二 音節動詞(以 下これをB型 の動詞とい う)

B型 動詞は零形態(サ フ ィクスがない)を とれ る。
ゼロ

大家接着就預測…家族将被連累(魯 迅,朝 花夕拾,萢 愛 た,0064)
oo

徐也根快的就要被包園(林 海雪原,340)
oo

我和三 琶説了,郡 被 戸正 地 駁 斥 一 番(巴 金,家,323)
oo

我底理 智則常被 感情征服(巴 金,家,194)
OO

サフ ィクスのついたB型 動詞

鳴風的死和腕几底嫁根快地就被人忘記了(巴 金,家,234)
ooo

連他{門底房間也暫時被較熟一点的客人仙据了(巴 金,家,2斗7)
ooo
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そ の成分が結果と関係ある二音節動詞』 第二の成分 が 第一の成分の結

果,達 成 された動作をあ らわす動詞がこれである(以 下これをD型 動詞 とい

う)。

D型 動詞は零形態をとれる。
ゼロ

声音被石壁揃住(巴 金,家,140)
00

D型 動 詞 は サ フ ィクス を と る こ とが で きる。

他底 膀子却被覚慧孤住了(巴 金,家,272)
ooo

第二 の成分が方向のサ フ ィクスの二音節動詞(以 下 これ をF型 動 詞 とい

う)。

他 偶 …終 干 被 我1門底 人 起 出去 了(巴 金,家,46))」
OOOO

方 向のサ フ ィクスのつ く動詞はいわゆ る結果動詞 と共 通 の特徴があ り,
(13)

いずれ もその構造によって結果の意味をあたえ,補 助詞的要素の 「不」「得」

を中に加えることができる。 これは動作の完成め客観的可能 と不可能をあ ら

わす。

圧縮 した方向のサフ ィクスがついているぽあい,た とえば 「出」 「上」

のように実体的意味の 「出る」「上る」などの動詞 と相応 しているものは,

大体において構成の性質を確定 しがた く,方 向のサ フ ィクス(圧 縮 された も

の)の つ く動詞か,そ れとも第二成分一 運動をあ らわす動詞的モル フェー

ム(た とえぽ 「生出」「掌出」)の ある結果動詞かは判別しがたい。

い くつかの方向をあ らわすサフ ィクスは方向の意味を失ない,結 果体の
(14)

附 加成分(nOKa3aTenb)に 変 わ る,つ ま り混 合 した(語 の構成 と形 態 構 成 の)
(15)

性 質 を もつ 結 果 動 詞 の 成 分 と な る 。

そ の 成 分 が 限 定 関 係 に あ る 二 音 節 動 詞(以 下A型 動 詞 と い う)

㈹ べ ・イ サ エ ン コ,エ ヌ ・コ ロー トコ フ,イ ・サ ヴ ェー トフ ー チ ェ ン,中 国 語 教

科 書,エ ヌ ・コ ロー トコ フ編,モ ス ク ワ,1954,357,377-379(以 下,中 国 語 教

科 書 と よぶ)。

¢の 同上,357。

㈲ ヴ ェ ・エ ム ・ ソ・・一ン ツ ェ フ.現 代 中国 語 概 論,モ ス ク ワ,1957,112-114頁 。
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大女几被騙奏后自系
oo

徐必須把話説清楚,不 然就根容易被他椚誤解(王 逐,37)
oo

その成 分が動作 とその 目的語(06beKT)と な って い る 動 賓 関 係 の二 音 節

動 詞(以 下C型 動 詞 とい う)

迭 時候 他{門底 行 劫 完 全 不被 人注 意 了(巴 金,家,2斗6)
000

迭 ケ消息終於被覚民知道了(巴 金,家,254)
ooo

以上の例か らわかることは,原 則 として中国語のあ らゆる語構成型の動

詞は 「被」 と結合す るとい うことである。ここにまたA,B,C,D,F型

の とお りにつ くられた単音節の非派生動詞と二音節の派生動詞(語 根の前後

あ るいは中間 に 附加成分がついてできた動詞 を 派生動詞 とい う)が ある。

「被」はD型 動詞 とF型 動詞とは しば しばいっしょになるし,B型 動詞 と単

音節動詞とあ うことはまれであ り,C型 とA型 とはおおむね用い られず,あ

るいは しごくか ぎられたばあいに しか用いられ ることはない。

動詞の定型性 と動詞の構造間には緊密な関連がある。とくにD型 動詞は

零形態であ り,そ の他の型の動詞やまた単音節の ものが零形態であることは
ゼロ ゼロ

滅多にない。

一方では動詞の定型性 と動詞の構造
,他 方では文の性質(あ るいは動詞

のはた らきの性質)の 間に も緊密なむすびつきがある。

もしも文が独立 した ものであ り完成 した ものであるとすれば,「 被」の

あるところであらゆ る型の動詞がサフ ィクスの形態をとって用い られる。 こ

のぼあいD型 とF型 の動詞だけが零形態をとる。
ゼ ロ

もし従属文(あ るいは動詞が従属的地位にある)な らば,あ らゆ る型の

動詞はサフ ィクス形態 とサフ ィクスな しの形態をとれ る。

動詞構造の相互依存性を条件づける理由を明確に しない うちで も異なっ

た造語構造の動詞が独立文では各種各様につ くられ ることは断定できよう。

なぜな らD型 とF型 の二音節動詞は造語のアフ ィクスをふ くみ,後 者は

「被」使用 の 形態的条件であって,こ れ らの動詞が どうしてB型 の単 音節あ
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中 国 語 の 受 動 態 (169)

るいは二音節動詞とは異な り,零 形態で 「被」と共に用い られるかが明 らか
ゼロ

だか らである。

このほかに も動詞の構造と 「被」が動詞 と共にはた らく他の条件 との間

には一定の関係がある。

前置詞構造をふ くむ文

但是巳経夫得車票的旅客也有不少被関在姑里,不 能出去(茅 盾,第 一防o

段 的 故事,文 光 書 店,114)

原 来 是卿 魚 被掲 在 木 桶里(叶 聖 陶,童 話 選,中 国 少年 几 童 出 版社,0023)
0

上例で は 「被」とともに単音節動詞 「関」と 「摘」が用い られている。

このぼあい前置詞構造をすてるわけにはゆかない(そ れなしでは文が完結 し

ない)。

元可奈何的冷笑被圧住在喉美(茅 盾,虹,開 明書店,164)
00

このばあいは 「被」 と ともにD型 動 詞 の 「圧 住 」 が 用 い られ てい る(語

幹 の 「圧 」 とサ フ ィクス 「住 」か らなる)。 この動 詞 の 後 に は前 置詞 構 造 が

つ づい てい るが,こ れ は と りさ る こ と もで き て,文 は 語 法 的 に 完 結 す る。

(t6)

一令家人也被柔死在后院里
oo

ここでもD型 の二音節動詞(ゑ 死)が 用いられているが,単 語合成法に

よってお り,動 詞の後の前置詞構造は とりさることができる。

動作の性状描写のある構造を含む文

更多人被圷得失了魂似的乱壌乱窟(茅 盾,第 一防段的故事,文 光書店,
9

134)

ロ 　　

張天保帯了妻子几女,到 天津告状,被 迫害得家破人亡(張 孟良)00

他底身子被圧得不能鰺劫弾了(巴 金,家,90)o

迭些話被周氏和覚新折得清清楚楚(巴 金,家,318)
Q

張福田似乎被迭両介奇怪的字刺激得訣脳清醒些了(故 事,29)
OO

⑯ 王 逐,``把"字 句 和"被"字 句,43頁 。

a7)同 上 。
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これ らの文では単音節動詞(圷 と圧)ま たはB型 の二音節動詞(迫 害,

刺激)の 後に くる動作の性状描写のある構造をすてるわけにはゆかない。

以上の例でわかることは,動 詞の構造と前置詞 ・後置詞構造あるいは動

作の性状描写のあ る構造 との間にはあ る関連のあることである。前置詞 ・後

置詞構造 も性状描写のある構造 も,サ フィクスと同 じく,各 種の構造 よりな

る動詞 といろいろなかたちで関係を もつ。簡単文では これ らの構造がD型 と

F型 の動詞のぼあいだけはぶかれる。このとき文は依然 として独立 した単位

(それが普遍的ではな くなるが)の ままである。 しか し単音節動詞 とその他

すべての造語型の動詞のぽあい,前 置詞構造 も性状描写のある構造 もはぶ く

ことがで きない。なぜなら簡単文をば独立の単位のようにあつかえないか ら

であ る。

以上により単音節動詞 と二音節動詞のB,A,C型 は一定の条件の もと

でのみ 「被」 とともに機能をはたす ことになる。 もしもaの 後に二音節のD

型 とF型 をのぞいた任意の動詞がきて,X(Y,Z)の 後に 「被」使用のシ

ソタックス条件をつ くる各種の要素が くれば,「 被+a+X(Y,Z)」 とい

う構成になる。

「被」は単語 または単語の結合 とむすびつ くか

《被+a+X(Y,Z)》 構 造 の 各 構成 成 分 間の む す び つ きを どの よ うに

分類す るかを明 らかに し,ま た 「被 」 が 全 体 と して 《a+X》 の構 造 と必 ず

む す び つ くのか,そ れ と もた だa(動 詞 とだ け)む す びつ くのか を確 定 す る

こ とが 必 要であ る。例 をみ よう。

鰍 魚…跳 了好 几回,都 被 高 高 的桶 桓 掠 住(叶 聖陶,童 話 選,0023)oo

人園得 風雨不透,皇 帝 東 窺西 撞,都 被 撹 回来(叶 聖 陶,童 話 選,0048)
oo

張福 田他{門一・xe五六 人 迭 時 全 都被 拙在 門外(叶 聖 陶,童 話 選,168)
9QOo

これ らの文で 「被 」の後には共 通 して第一 の成分に 「拙 」 のあ る構造 が

用 い られてい る。つ ま り 「拙住」 の第一例 では 「拙」 のあ とに造語のサ フ ィ
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クス 「住」がついて 二音節動詞に な ってい る し,「 拙 回 来 」 で は 「撹 」 とい

う成 分 に方向のサ ブ ィクス 「回来」がつ いてそれに よ り三音節動詞にな って

い る。

これ らの二文 では 「条件」 をつ くる成 分が複合動詞の一部分 とな り,そ

れ に 「被 」 がっ く。

帯 在 門外

、 このばあい成分 の 「撞」は単 音節動詞であ るが,そ の後に は 「被 」 のつ

く動 詞使 用 の条件 のひ とつにな ってい る前置詞構造があ る。 この構造 は前 の

二例の よ うに 「梢 」 とともに もっと複雑 な複合体 の構成成 分 とな ってい るの

か。 このばあい 「被 」は単 音節動詞 とはかかわ りな く,複 合 体 に関 係 す る も

の とみ なす こ とがで きるか。

「被 」は 動詞 とだけ 関係を もち 複合伏 とは 関係を もたない とい ったほ う

が よい。 明 らかに こ ういえ る,前 置 詞 構 造 も 性状 描 写 の動 詞 の あ る構造 も

「被 」のつ く同 じよ うな 動詞 の使用のため 特殊 な条件 とはな らない と。 これ

らの条件 では単音節動 詞 も他 の型(D型 もF型 も入れ て)の 二 音節 動 詞 も用

い られ る。 この ほか明 らかな こ とは,こ れ らの条 件 は 「被 」 の な い能 動態で

も,単 音 節動 詞 あ るい は二 音 節 のB型 の文 で,ま た 「被 」 の な い文 つ ま り能

動 態 で も作用す るために必要で ある。 た とえぽ こ うい え る,「 他 樟在 門 外 」

しか し 「他 樟 」 とはいえない。「他 底身子 嘩得不能鰺劫弾了」 とはいえ るが,

「他 底 身 子 圧 」 どは い え ない 。

しか し,こ れ は まだ 「被 」が動 詞(揃 あ るい は 圧)に のみ 関係 す るこ と

を 意味 してい ない。 いやむ しろ反対で,「 被 」 は 《a+X》 あ るい は 《a+

Y》 とい う ぐあい に な る。「被 」 は もしも文 中に 《被+a+X》 と共 に 《被+

a+Y(あ るいはZ)》 と 《被+a+0》 が あ るば あい だ けaに 関 係 す る。 こ

の時,aは 動 詞 で,Xは シ ソタ ックスの 条件(前 置 詞 ・後 置詞 構 造)と な る

成 分 の ひ とつ,Yは も うひ とつ の成 分(後 置詞 的 描写),0はX,Y,Zの 成

分 が 一 定 の 条 件 の も とで か け てい ることをあ らわす。
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言語材 料はあた え られた条件に こたえ る。《被+a+X》(被 拙 在 門外)

とい う結 合 と と もに 《被+a+Y》(被 て 得不 能 鯵動 弾 了)も あ る こ とが 上 例

に しめ され てい る。いいかえれば,上 例 の 結 合 で い つ もあ るのが 動 詞(a)

で,そ の他 の成 分 は相 互 に 入 れ か われ る。

い まや規定 しなけれぽな らないのは,文 中 に 《被+a+o》 の結 合 が 存

在 す る こ とは,「 被 」 がaに だ け 関 係す るた めの 有 力 な論 拠に なるか ど うか

であ る。 なぜ な らひ とつの成 分(X)が 他 の成 分(Y)に 代 る こ とは,お お む

ね,ど うあ ろ うと も成 分 が 欠 け て い て もよい ことにはな らないか らであ る。

《被+a+o》 の結 合 は 従 属文 の 述 語 とな り,ま た定 語 や 主 語 に もな る。 た

とえ ぽ,

我 的 机子被 没 収 不 算,徐 自己 要 吃 大 劇 的(田 沢,劇 作 選,人 民文 学 出版
09

社,277)

他 害 伯 自己 被誘 惑(故 事,227)
oo

但是他害柏会被 人笑(巴 金,霧 雨 電,326)
o

これ らの例では従属文の述語 に 用いられている(「被」をともなった零
ゼ ロ

形態で),こ れは 二音節のB型 動詞 「没収」 も単音節動詞の 「笑」 もおな じ

である。

同時又根起了対干被騙的病人和他的家族的同情(魯 迅,小 説集,人 民文
ooo

学出版社,4)

地杯着迭些被侮辱的秘密(茅 盾,虹,開 明書店,17)
OOOo

被打死的四十三介匪徒(林 海,289)
oooo

これ ら三つの例では従属文 の 定語としてもちい られている(「 被」をと

もなった零形態で),単 音節動詞 「騙」 も二音節動詞のB型 「侮辱」 も,ニ
ゼ ロ

音節動 詞のD型 の 「打 死 」 もお な じで あ る。

以上 の例ではみ な動詞 が 「被」 とと もに用 い られ,シ ソ タ ッ クス の要 素

X,Y,ま た はZが ない し,ま た何 らか の形 態 もな い。 これ は,こ の よ うな

構 造 で は何 らか の形 態 が概 して省かれ てい る とい うことではない,そ れ は あ
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り うるが,ど う して もそ うな る もので は な い。

《被+a(動 詞)》の結 合 は主 語 に な る。

被逸 的単 是外国女人(故 事,76)
ooo

《被+a(動 詞)》 の結合は繋詞 「是」のあるとき述語の名詞部分となる。

据説青年就 是在迭里被槍系的(霧 雨電,273)
oooo

したがって,言 語の資材により 「被」は必ず動詞(a)と だけ結びつ く

と断定できる。動詞 こそただひとつの成分であ り,こ れなしに 「被」は用い

られない。 「被」を用いるには動詞 さえあれば まった く充分である。

上の条件外で従属文(あ るいは従属 の 地位)で,「 被」 とともに動詞を

用い られ ることは,文(ま たは動詞)の 従属的あるいは独立 した性質とある

程度むすびついていることを物語 っている。 「被」はD型 とF型 の動詞 と用

い られるが,零 形態をとり,ど んな文で もよい(独 立のあるいは従属的な文
ゼ ロ

で も)。A,B,C型 の派生動詞と単音節動詞が上の条件外で 「被」ととも

に零形態で用いられるのは附属文においてだけであ り,定 語その他のはたら
ゼロ

きをす る(む ろん,そ れ らが零形態では用いられないとい う可能性があ る)。
ゼ ロ

これはサ フィクスのついていないD型 とF型 の動詞のときだけ,独 立の

完成 した受動態文が可能であることを意味す る。それ相応に形態化されない

その他の動詞ではそ うはゆかない。

これは また,D型 とF型 の動詞だけが形態なしに独立の(受 動態 として

も能動態 として も)文 の述語のはた らきをす る能力のあることを意味す る。

つまり独立 した述語関係を もち,そ の他の動詞はそ うい う述語関係を もたな

いとい うことである。

なぜな らD型 とF型 以外の動詞は,み な独立の受動態文では必 らず語形

変化のサ フ ィクスあるいは性状描写の構造あるいは前置詞構造をともな う。

なぜならこれ らすべての 「伴 う」成分は動詞に独立 した述語 となれるように

させ る方法と考えられ るか らである。 これ らがみな必要なのは,動 詞が独立

の単純な受動態文ではた らけ るためである。
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以上にみた条件はとくに動詞が機能をはたすためには本質上必須の条件

である(受 動態で も能動態でも),し か し動詞を 「被」 とともに 用いるばあ

いの条件ではない。 こうしてこれ らの条件があることは 「被」を形態要素 と

みなすための 妨げにはならない。 まして 「被」がただひ とつの動詞 に 関係

し,単 語の結合に関係するのではない とい う考えの妨げにはな らない。

上述の条件(前 置詞構造,性 状描写の構造,造 語 と語形変化のサフ ィク

ス)と はちがって,他 の条件つまり副詞 と一回体の附加成分 としての 「一」

は受動態文で動詞が独立の述語になれ る方法とはみなせない。

なぜなら通常一回体の附加成分としてのアフ ィクス 「一」は附属文で し

か用い られないか らであ り,そ の うえこれは常に文が終結 していないことを

示 しているか らである。たとえば,

我被他迭広突然一問,当 時也柾住了(王 迩,37)o

后 来被 別的 車 一 混,知 不 清 了(魯 迅,小 説 集,292)
o

副詞 も受動態文が終結 していない ことを示す。 もしそれが一定の動詞に

ついて文の唯ひ とつの構造上の成分であるならぽ,そ の文は常に附属文 とな

るだろ う。

他被迭些人三番五次地罵,忍 不住要笈火(王 逐,37)
ooooo

この よ うな条件 の もとで 「被 」は 動詞 とともに 機能 を はたす ことにな

る。

「被 」 とむすびついた動詞につ くア フ ィクスの語 法的意義

語法的性 質上異 な る 「被 」の はた らきの 条件(シ ソタ ッ クス と 形 態 論

の)に は,そ の いず れ の ば あ い に も同様 に 「被」を動詞 とともに用い られ る

とい う何か共通 な ものはない。

た とえば動詞(D型 また はF型)の 形 態 的 な型 の 間,形 態 構 成 の ア フ ィ

クス と前 置詞 構 造間の共通 な ものは何か。形態的条件 つ ま り形態構成 の ア フ

ィクスを しらべ てみ よ う。
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上述のように 「被」 と結合する二音節動詞の うち,D型 とF型 の動詞だ
(18)

けが零形態でよい,と い うのはD型 動詞では構文 自体に よるか らである。F
ゼ ロ(19)

型動詞 では方 向のサ フ ィクスのたすけで(実 際 は また構 文 に よ り)結 果 が あ

らわ され る。 この よ うな 動詞には サ フ ィクス の 「了」 をつけ ることがで き

る。 このばあいは結 果の意味の外に,完 了体 のサ フ ィクス 「了」 に よ り完 了

の意味が さらに補足 され る。

そ の他の二 音節動詞は,単 音節 動 詞 とお な じ よ うに,多 くのば あ い 語 尾

形 態 を と り,次 の よ うな ア フ ィクス の ひ とつ がつ く。

「了」,た とえぽ 自己的 先 生 被 系 了(魯 迅,朝 花 夕 拾,萢 愛 衣,0065)
OQ(20

)

「違」,こ れ は完 了体 をあ らわ す 方 法 とな るが,非 完 了 ・多 回 体(そ の ふ

つ うの は た らき)で は ない 。

只 有 …這 函 ケ院子 …没 有被他椚焼這(趙 樹理,三 里 湾,125)
OQ

「這」は しば しぼ 形態構成(語 形変化)の 成分 とならず,「 被」 とともに

用い られてお り,結 果動詞の造語成分になる。 このばあい 「這」はまた多回

性 とは無関係である。

結果の成分としての 「這」のつ く動詞は結果動詞に共通な特性をもって

いる。それ らの構造には結果体の意味があ り,構 成成分の間に否定詞の 「不」

を挿入で きる。

我被幼不違答庇了(魯 迅,小 説集,234)
ooo

鶴亭被他追問不違,只 得直説了(王 迩,43)oQoo
(2り

一一回 体 の プ レ フ ィ ク ス 「一 」(こ の ぼ あ い 文 は 未 完 成 で あ る)
。 一 回 体 の

⑬ ヴ ェ ・エ ム ・ソー ン ツ ェ フ,中 国 語 の単 語 と語 根 の問 題KaHA,双Hcc・(タ イ

プ ライ ター),モ ス ク ワ,1953.843頁;エ ス ・イ ェ ・ヤホ ー ン トフ,中 国 語 の動

詞 範 麟,KaH八,Avacc.(タ イ プ ライ ター),レ ー ニ ン グ ラー ド,1957,92頁 。

(19)中 国 語 教 科 書,357頁 。

⑳ エ ヌ ・エ ヌ ・カ ロー トコ フが 中 国 語 の サ フ ィ クス 「這 」 の こ の役 目を み とめ て

い る。 ア ・ア ・ドラグ ノ ブ,現 代 中 国 語 文 法 研 究,モ ス ク ワー レー ニ ン グ ラー ド,

1952,130頁 。

⑳ 王 述,把 字 句 和 被字 句,37頁 。
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動詞はいつで も附属文中にある。主文に表わ されるものは附属文の第一の動
(22)

詞 の 動作 の 結果発生することであるのが普通である。それゆえ附属文にて

「被」とともに用い られ る動詞のあ らわす動作は,い つで も完成 された もの

でなけれぽな らない。

(23)

李成功被他一説,倒 傍住了(陳 登科)
oo

このほか一回体が別にあ らわ される単音節動詞が 「被」 とむすびつ く。

「中国語教科書」では,単 音節動詞が一回性をあ らわすために三種の方法
ロの

があるとしている。1)数 詞 「一」をお くか,ま たはそれな しで動詞を重ね

る。2)一 回の意味のある単語を動詞の後にお く。3)あ る動作の道具を意味

する単語をお く。

「被」 とむすびつ く単音節動詞では一回性は次の二つの方法で しかあらわ
(25)

せ ない。

好像被看 不見的手推了一・下(虹,243)
oo

可是忽然姫被推了一把(故 事,239)
oo

サ フ ィクス 「着」は次の よ うな単音節動詞 と二 音節 のB型 動 詞 に つ き,

「被 」 とむ す び つ く。

1.迫 る意味 の動 詞,「 迫 」,「逼 」,「逼 迫 」,そ の後 に は動 詞 の補 語 が つ

づ く。 「被」 は迫 る意味 の動 詞にだけ関係す る。

最后一批 …如掃 ・・被 迫着,回 本 国去(故 事,121)『oo

他迩被逼迫着来看男一些…青年的生命(巴 金,家,307)
ooo

このぽあいの 「着」は持続をあ らわ さないことは明 らかで,そ れゆえ持

続態ではない。 これはある状態の表示(描 写)と むすびつ くようである。 も

劔 「一回体 の形 式 も複 文 の 第一構成 部分 とな る。 複 交 の第二 の部分は このぼ あい

には一回体 の形式 が意 味す る 動作 の結 果,思 いがけず あ らわれ る 何物か であ る

……」(エ ス ・イ ェ ・ヤホ ン トフ,中 国語 の動 詞範 疇,153頁)と 比較 せ よ。

㈲ 王逐,把 字 句和被字句,40頁 。

⑳ 中国語教科書,240,241頁 。

㈲ 一 回体 の二音節 動詞が 「被 」 と結 合す ることは ま った くな い。
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っともその使用 とい う点か らいえば,迫 る意味の動詞では 「着」よりもっと

頻繁に用いられる 「得」を忘れるわけにはゆかない。

2,ロ シヤ語の副動詞に似たはた らきをす る動詞,つ ま り主要動詞の定

語 となるもの。「被」は副動詞的動詞に関係す る。

姫…被這灯光引誘着軽脚軽手地走到了覚慧底窃下(巴 金,家,203)
ooo

「被」 とむす び 「着」 のつ く動 詞は大体にお いて無制限 であ る。 これ らが

「被」 と用い られ る ことぽめ ったに ない。

例

コ
エ

へ
　

　

　

節

解

而

曲

血

加

音単

割

握

吹

留

軍

二 音節

包 園baowei

　
拉i趾lache

支 持zhichi

折 磨zh6mo
　 　

鼓 舞9UWU
　 　

苦 悩kunao

な ど。

「被」 とむすび 「着」がつ くのは通例三項構造の動詞である。つまり文に

動作の主体を意味する単語のあるばあいである。 このぼあい決 して動作の習

慣性,あ るいはそれを完了す る準備については関係がない。つねに 「一定の
(z6)

瞬間に進行す る動作であ り,経 常的な らざる動作である…」

地又看見 自己被許多人拉批着(虹,44)
ooo

も うひ とつ注意せねば な らぬばあいが あ る。 それは 「着」zho(zhao)

(27)

が 複 合 動 詞 の 造 語 成 分 と な り,動 作 の あ る結 果 の 「達 成 」 を 意 味 して い る と

き で あ る 。 こ の ば あ い 「着 」 はZhaoと 発 音 す る。

㈱ エ ス ・イ ェ ・ヤホ ン トフ,中 国語 の動詞範 曜,139頁 。

⑳ エ ス ・イ ェ ・ヤホ ン トフ,中 国語 の動詞範瞬,378頁 。
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我又会被捜捜 地{門纒 着(巴 金,家,281)
oe

以上の ことか ら 「被」 とと もに 用 い られ る動 詞 と,そ の ア ス ペ グ ト

(Bva,II)の 意味 の 間 に は従 属 関 係 の あ る こ とが 明 らかであ る。 基本的に これ

らの動 詞には次 の よ うなアスペ ク トが特徴であ る。a)結 果,b)完 了,c)

一 回 ,d)持 続 。 これ らの アス ペ ク トの動 詞 は一般 的に長 い時 間の過程を意

味 しないで,あ る瞬 間 に 進 行 した り進 行 してい る過程であ る。 この よ うな動

詞の動作 は長時間で も多 回で もあ りえない。それ は単 一の具体的 な行為 でン

ふつ うは短 時間であ ることが特徴 であ る。

結果 アスペ ク トの動 詞 は 唯一 の 動作 も くりか えされ る動作 もあ らわす

が,「 被 」 とむ す びつ い た時 は い つ で も唯一 の動作 をあ らわす。

完 了 アスペ ク トの動 詞(サ フ ィクス 「了 」 の つ い た)は,周 知 の よ うに
　　 ラ

「唯一 の具体的な動作 の完結」をあ らわす。 ヤホ ソ トフは 「了」が過去完 了

をあ らわす方法にな ると して,こ う書 いて い る。 「動詞 は 過 去 完了において
　 ラ

唯一の(つ ま り く りか え され な い)動 作 を しめす …」。

一 回 ア ス ペ ク トの動 詞は動作 の完 了の一回性 をあ らわす。

「被」 とむすびつ く持続 アスペ クずトの動詞が,あ る瞬 間 に進 行 す る動 作 を

しめす ことは上述 の とお りであ る。

「被」 とむす びついた動詞の こ うい うアスペ ク ト構成は,あ き らか に 「被 」

自体 の起 源,お よび 本 来 の措 辞 上 の意 義 に よ って説明がつ く 「被 を動詞の プ

レフ ィクスとみな しうるか」 の項 をみ よ。

したが って王力教授 が英語 と中国語の受身の不 一致点に注 目して引用 し

た三 つの英語の受身文 を 「被」 を もちいて中国式 に表現 してな らぬ ことはい

うまで もない。lillisloveabylachを 「被 」 を用 い て 中国 語 に 訳 してはい

け ない(綺 兜被 傑 克 愛)。

しか し,こ の文 は 中 国語 の 受 身構 造 の 「為 …所 」で綺 兜為傑克所愛 とい

姻 中国語教科需,213頁 。

⑳ エス ・イェ 。ヤホ ン トフ,中 国語の動詞範疇,115頁 。
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え る 。

ま たThehouseissurroundedbyfirsandbirches・ を 房 子 被 縦 樹 和

樺 樹 環 続 と もい え な い 。

しか し,こ れ も また 「為 … 所 」 を 用 い て,其 宅 為 縦 樹 所 環 続 とす る こ と

が で き る 。

最 後 に,Heisadmiredbyeverybody・ も 「被 」 を 用 い て 他 被 人 人 欽
(30)

侃 とはな らないが,「 為 …所 」 に よ り彼 為挙 世 所 欽 仰 となる。

上にあげた英語 の 例では,動 詞 は 持 続 の 過 程 を しめ し,唯 一 の 具 体

的行 為 では な く,つ ま りtobeloved(6HTbAlo6vaMoti),tobesurrounded

(6HTboKpY?1:eHHHM),tobeadmired(BHaHBaTbBocxK皿eHHe),で あ る。

したが って,動 詞 が動作 の唯 一 性 と短 時 間性 をあ らわすぼあいにだけ用

い られ る 「被」を使 用 して以上 の三文を訳す わけにゆか ない。 これ らの文 は

「為…所 」を用 いれば訳す ことがで きる。 とい うのは,こ の構 造 は 恒 常 的 な

描 写,持 続 的 過 程 に用 い られ て よい か らであ る。 王力教授が動詞 の も【った ア

スペ ク トの意義 ・色彩 をあ らわす本源的意味に よって 「為 」は よろ しいが,

「被 」 は いけ な い と説 明 して い るのは正 しい。
(31)

「被」は 「受け る」 とい う意味 の動詞 か らでてい る。 この ことか らあ る瞬

間にたいす る動作 の関連がで て くる。 これに よ り 「被」が動詞のあ るアスペ
(32)

ク トの意義 ・色彩 とむす ばれ てい る ことがあ き らかであ る。

(33)

「被 」 は 「是 」 の 意 味 を も つ 動 詞 か ら発 生 し た 。 した が っ て 「為 … 所 」 構

翻 王 力,中 国 語 法 理 論,上 冊,上 海,商 務 印 書 館,1957,181-182頁 。

(31)王 力,双 語 史 稿,中 冊,北 京,科 学 出版 社,1958,425頁;剤 世 儒,被 動 式 的

起 源,語 文 学 習.1956,No・8,32頁 。 エ ヌ ・エ ヌ ・コPt-一 トコ フ,歴 史 シ ソ タ

ッ クス(タ イ プ ライ タ ー),モ ス ク ワ,1947。

㈱ した が っ て零 形 態 で持 続 過 程 を あ らわ す 「愛 」 は 「被 」 と同 時 に用 い られ な い
ゼ ロ

が,ア スペ ク トの意義 ・色彩が変 って,唯 一 の行為 をあ らわ しは じめ ると,し ご

く自由に 「被」が つ く。た とえば,他 被愛上 了 といえ る。

㈱ 高名凱,双 語語法論,升 明書店,北 京,1951,399-401頁 。「為 …所 」構 造 のな

かの 虚詞 「所 」は動 詞の前に あ って,そ れ に よ り一一種 の形動詞 形態 を とる。 「中

国語教 科書」 では関係代名詞 と よばれ てい るが,こ れは 「動詞 の前 に おかれ,動

詞 のあ らわ す動 作 の客体 を表現 してい る」か らで あ る(455頁)。 こ うして 「所 」

は動詞 の もとにあ って一定 の動詞 性 を と りのぞ き.そ れが繋詞 「為1と ともに用

い られ るのを助 け る。
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造が動作の恒常的描写 とむすびついていることがわかる。興味あるのは,英

語で も受動態文 の 恒常的描写をなすのに繋詞の成分tobeの 方法によって

いることである。

現代語で 「被」は事実上持続過程を意味す る動詞に用い られない。 ここ

では 「為…所」構造を用いた一種の恒常的動作を問題としよう。た とえぽ,

如此残酷野蛮的迫害,実 為文明人類所不能容忍(中 華人民共和国対外関oo

系文 件 集,以 下 文 件 集 と略す,第 一 集,北 京,1958,195)

… 迭 全灸魂 要 不 為 世 上 任何 汚 独 ,物 欲 所 薫 染
oo

たとえば,同 一の文で 「被」(結 果のアスペ クトの 意味を もつ 二音節動

詞で)と 「為…所」構造(持 続過程を しめす単音節動詞で)は,い かに多様

に用い られるかをみ よ。

た とえば,

提案不完全為美国政府所喜,遂 被分裂為丙介提案(文 件集,192)
ooo

「為…所」構造 とともに 「被 …所 」構造 も用 い られ るが,こ れ は・一般 に み
(34)

とめ られてい るところでは 「被 ・・所」構造 との類推 か ら発生 した。
アナロジほ

几天来的疲労全被炊笑所呑蝕(林 海,345)
oo

脳子里的思欲頓時被迭全美麗的小女兵所占領(林 海,308)
oo

と くに,虚 詞 「被 」 と 「被 … 所 」 の ち が いは各種の否定 を用いた時には
(35)

っき りとあ らわれ る。た とえば,「 被 」 は基 本 的 に 「没 」 とむ す ぶが,「 不 」

(こ れ は 動 作 の習 慣 性 を 否定 す る)と は むす び つか な い。

「中 国 語 教科書」は これ らの否定詞 につ き,あ る程 度述 べ て い る。 「否 定

文 で は アスペ ク トの差異 が 次 の 三方 法で あ らわ され る。a)動 作 の経 常 性

(習 慣 性)あ るい は 近 き将来 に動 作 が 完 了す るぼか りのときは,動 詞 の前 に

「不 」 を お い て否 定 す る。b)過 去 の あ る時 に お け る動 作 の 完 了 した具体的

㈱ 対世儒は 「被動式的起源」で,「被…所」構造は六朝時代(229-589)に は じめ

て現われた,と いっている(「被動式的起源」32頁)。

飼 「被」 とともに 「没」を用いる多 くの例 は現代中国語辞典のひな型にみえる。

「語文学習⊥1958,No・9,29頁 をみ よ。

-26一



中 国 語 の 受 動 態(181)

く　 ラ

事実は 「没」か 「没有」で否定する。

「不」はまた 「被…所」構造の前に も用い られる。

几天来的疲労決不能被炊笑所呑蝕
OO

「被…所」構造は単音節動詞 と二音節のB型 動詞にだけ用い られ る。その

他の型の二音節動詞,つ まり動詞のアスペ ク トの意味が状態の表現と両立 し

ないが,そ れに もかかわ らずそれを伝えねばな らない時,丁 是…的」構造を

用いる。これには 「被」 とむすびつ く動詞がつ らなる。た とえぽ,

…徐是忠洋被人系死的(巴 金 ,家,280)
oo

地方都是已経被砧据了的(巴 金,家,278)

迭不全是被酒焼着的,迭 是被熱情嶢着的
Ooo

上にあげた構造 の第一文では結果動 詞の 「系 死」が,第 二 文 で は完 了体

の サ フ ィクス 「了」がつ き,第 三 文 で は 造 語 サ フ ィクス 「着zhao」 の つ い

た 結 果動 詞が つ らな る。 つ ま りこれ らの動詞 はみ な恒常的描写 と両立 しない

アスペ ク トの意味 があ る。

多 くのばあい 「被」 とむす びつ く動 詞の動 作は過去 の ものであ るが,現

在 と未 来 で もよい。

越 恩 柱 は 「被 」はおおむね未来では動 詞 とともに用い られない とみ な し
(37)

て,こ こに 「被 」 と 「由」 の ち が い をみ てい る。 「由」 とい う補助成分は過

去 で も未来で も動詞 とともに用い られて何 の制限 もうけない。 このほか「由」
(38)

が 「被」 と異 な るところは,命 令文 で用 い られ る こ とで あ る。

我 所想作而不能作到的,該 由他 来替 我 完 成 雲(巴 金,家,33)(「 由」 は
o

命令文で用い られている。)

我底妾事痘由我自己作主(巴 金,家,254)(未 来が具体的にあ らわ され
01

て い る この 文 で,「 由 」 は 「作 主 」 と い う動 詞 と と もに 用 い られ て い る。

駕 中国語教科 書,200頁 。

(3n越 恩柱,談 受,挨 遭,和 由;中 国語文,1956,No・11.49頁 。

爾 王逐,把 字 句和被字 句,42頁 。
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「由」は独立 した文で,形 態化されない動詞 と自由にむすびつ く。

命令文で も,動 作 が 未来にかかわ る文で も,動 詞 は 零形態であるか ら
ビロ

(上 例 をみ よ),そ れ らの 文 に 「由」 をお くこ とは まった く 自由であ るが,

「被 」 を お くの は習 慣 的 で な い。 しか し,動 詞 が 相応 す る構 造 を もつ な り,

あ るい は語 尾(動 詞 の動 作 を未 来 に 関 係づ け る)が つ い て い るぽ あ いに は,

この種 の動 詞 の前 に 「被 」 を お くことがで きる。 た とえば,

散 軍 即 将被 我 載 成 爾段,包 園,妊 天(故 事,139)(「 被 」 はF型,B型,
oooooo

D型 の動 詞 と用 い られ,そ れ らの前 に は未 来 を あ らわす 「将」が ある。)

それ ゆ え,一 定 の サ フ ィクスあ るいは 造 語 構造の存在 とい う 「被」が動

詞 とともに用い られ る形態的条件 は,動 作 の短 時 間性 と唯 一 性 の 原理 を変 え

る動 詞のアスペ ク トの関連性 の表現 とい うことに帰す る。 もしも動 詞が動作

の唯一一性 と短時間性 の意味 を もた ないな らば,そ して上 述 の ア スペ ク ト(結

果,完 了,一 回,継 続)の うち の どれ ひ とつ と も両 立 しな くなれば,「 被 」 と

と もに用 い ては い け な い。

た とえば,「 折 」 とい う動 詞 は 持続 過 程 を 意味 す る。 したが って零形態
ゼ ロ

では 「被」 とと もに用 い られ ない。 しか し,「 被 他 折 了 」,「被 他所 見了 」 と

は い え る。 この ばあい動 詞は唯一 の行為をあ らわ してい る。

「看」 とい う動 詞は 「被」 とと もに用い られ ないが,「 被 他 看 見(了)」 と

い うこ とは で き る。

「信」,「希 望 」 とい う動 詞 の 意 味 は 短時間性 と唯一性め意味 とは両立 しな

い。 したが って,こ れ らは 「被 」 と と もに 用 い られない(零 形 態 の結 果動 詞
ゼtl

は どれ もそ うであ る)。

しか しこれ と反 対 に,動 詞 か ら出 てい な い が 「動 詞 化 」 され た言語単 位

が 「被」 とむす ぶために必要な一定 の アスペ ク トの意義 ・色彩 を もつ時には,

「被 」 と と もに用 い られ る。

但朝 鮮戦争 是被ガ大 化了)文 件 集,207)(こ のぼ あ い 「ガ 大 化」に は サ
oooo

フ ィク ス の 「了 」 が つ き,そ れ に よ っ て 動 詞 化 され,「 被 」 に む す び つ く。)
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「被」を動詞 とともに用いる形態論的条件 とシソタックスの条件(前 置詞

構造,性 状描写の構造)で は,お おむね,そ して他のぼあいで も通常は完了

の意味がある。

完了の動作の意 味が形態論的方法(ア スペク トの意味でもある)で つた

え られ る形態論的条件 とはちがって,シ ソタックスの条件では記述的につた

え られ る。

この点では 「被」が附属文で零形態の動詞 とともに用いられるのぽ面白
ゼ ロ

い。 こ うい う動詞 は基本的 に 「限度あ る」(npeAeπbH曲)も の で あ る(ヤ ホ ソ

トフは こ う名 づ け て い る)。 これ らの動 詞 は 文 中 に用 い られ ると,唯 一 の行

為 を あ らわ し,あ る結 果 に か んす る表 象 とき りはなせ ない。 「この結果に達
　 　

した後は,動 作 はつ づ か な い」。 、

したが って,こ うい う 動 詞 の あ らわ す 動作 は 完了 の ものがふつ うであ

る。

そ のほか,附 属 文 で は 動 詞 が 「被 」 を と もな った零形態であ り,そ の時
ゼ 日

には動作の完成は コンテクス トか ら出てくる。

この点で動詞 とともに 「被」を用いる条件 として数量補語のあることが

説明できる。数量補語はそれ自身が動作の完了をあらわすか ら何回かの動作

の完了を しめす。

完了の意味は 「没」 または 「没有」をそえる方法であ らわす ことが非常

に多い,「 動詞+被 」 とい う結合の特徴である。

炮又去栓査炮的染誌,有 没有被老鼠咬(虻,64)(附 属文 には 単音節動
o

詞の 「咬」が零形態であ らわれている。そ して 「被」の前には述語を疑問に
ゼロ

す る 「有 没 有 」 が あ る)。

t・lg)エス ・イ ェ ・ヤホ ン トフ,中 国語 の動詞範疇,81頁 。一 非 派生 の動詞(単 音

節 の)そ れ に また複 音節 の非結 果動詞(B型 動 詞)の 本質 にかん しては,動 作 の

完成 の色彩 をあ たえ る。 ア ・エ ム ・ツカノフ,現 代 中国語 におけ る 「了」 のつ い

た動詞 の形 態 と若 干 の ア スペ ク ト問題Ka蹴,Aitcc・(タ イ プライ ター).モ ス

クワ,19550
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再び動詞 と 「被」の結合の問題にたちかえって,「 被+動 詞」(も しこの

ようにあ らわれ るとすれば)の 形式が 「被」のない形式 とどの ように比較 さ

れ るかを しらべねばな らない。 「被」と動詞の結合の形態論的性質について

語 るためには,「 被+動 詞」の結合が能動態(「 被」な しの動詞)と 厳密に入

れ代 らねばならない。 言語には はっきりと相対す る能動態があるのであっ

て,そ れがなければ受動態 もないはずである。

周知のように対応す る能動態,受 動態の根本には動詞の及物性の範疇が

ある。能動態の及物の動詞か らは自由に受動態の形式がつ くられねばな らな

い。受動態の動詞を もつ文はその同 じ動詞が能動態で用い られている他の文

にもどされるはずである。中国語には及物性の範疇が存在するのか,動 詞が

「被」 とともに用い られ る文が,「 被」な しの文 と相互交代できるのか(中 国

語の受動態文と能動態文は相互に交替できるのだろ うか)。

受動態に用い られる動詞の性質

中国語の研究家はみな 「被」が他動詞 とともに用い られることをみ とめ
(4e)

ている。 これは疑問の余地のない絶対の事実である。中国語では何が他動詞

か。最 もあ りふれた観点は次のとお りであ る。すなわち,他 動詞 とはその動

作が物 または人を指 し,そ れにこの動作が及ぶ動詞のことである。形式上 こ

の動詞の特徴は,こ の動詞の作用す る客体(こ のばあい前 置詞な しに支配す

る)を しめす直接補語がその後に くること,ま た,こ の補語を 「把」を用い
(4t)

て 前 に 移 せ る こ と で あ る 。

㈲ 王 力,中 国 現 代 語 法,上 冊,商 務 印書 館,上 海,1947,172-182 .頁 。 呂叔 湘,朱

徳 煕,語 法 修 辞 講 話,ll5-121頁 。 エ ヌ・ヤ ・ビチ ュ ー リン,中 国 語 文 法,セ ン ト

ペ テ ル ブ ル グ ,1835,85,86頁 。 ぺ ・エ ス ・ポ ポ フ,中 国 語 研 究 簡 論 横 浜1908,

63頁 。 ぺ ・ぺ ・シ ュ ミッ ト,官 話文 法 試 論 ウ ラ ジオ ス トー ク,1915年,333頁 。

(4Dア ・ア ・ドラ グ ノ ブ,現 代 中 国 語 女 法 研 究,119頁 。 エ ス ・イ ェ・ヤ ホ ン トフ,中

国 語 の動 詞範 疇,37頁 。 エ ヌ・ヴ ェ・ソー ン ツ ェ ワ,中 国 語 の主 語 動 詞 文 の 規定 規

準,一 「中 国 語 文 法 の い くつ か の 間 題 」 集,モ ス ク ワ,1957,29頁 。 ヴ ェ ・エ

ム ・ ソー ン ツ ェ フ,中 国語 文 法 概 論122-127頁 。 エ ヌ・ゲ ・ラ ニ1ンス カ ヤ,現 代

中 国 語 に おけ る 虚詞 「把 」,Ka叩,皿1!cc・(タ イ プ ライ タ ー),モ ス ク ワ,1953。
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この観方にはわれわれ も賛成す る。

「被」のある文では主語になるのは動詞の作用を うける客体であ る。動詞

の動作を うける客体のある動詞が他動詞であるがためには,次 のことを確定

しなけれぽならない。つまり 「被」を ともな う一定の文には,客 体を意味す

る名詞が動詞の前にあるか,そ れとも後にあるか(「 把」によって前におか

れて)相 対する能動態が存在するかとい うことである。

「被」をともな う動詞のとき客体を意味 し,ま た主語 となる単語はみな能

動態文では,こ れ らの動詞の後におかれ る。た とえば,あ らゆる受動態文の

主語は能動態文の補語 となる。

皇帝…被騙了 騙皇帝

院子…被澆 嶢院子

先生被宗了 ゑ先生

他{門被起出去了 趨出去他椚

それゆえ,「 被」をともな う受動態文 「客体+被+主 体+動 作」と 同時

に,そ れに相対す る能動態文 「主体+動 作+客 体」が存在す る。 しか し,必

ず しもこの相対す る文をつ くれるとはか ぎらない。書きかえができない場合

とい うのは,動 詞の後に前置詞 ・後置詞構造があるばあいか,ま たは 「得」

の助けをか りて導入 された後置詞的描写があるときである。 このぼあい相対

す る文がないとい うことは,ど うい う条件によるのか。それはこの文章め動

詞が他動詞でな く,主 語 となる名詞がこの動詞の動作の客体でないとい うこ

とではなかろうか。た とえば,

…自己被包園在霧里(巴 金 ,秋,92)
OOOOO

徐也根快的就要被包園…(林 海,340)
oo

は じめの例では客体を意味する名詞が動詞の後に くるとい う相対する文

をつ くれない。動作の客体 「自己」は 「包園」とい う動詞の後にも前置詞構

造 「在霧里」の後に もおけない。

これに よって動詞が他動詞でないとい う結論をだす とすれぽ,同 じ動詞
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が用 いられている相対す る能動態の文の存在を説明できないだろ う。たとえ

ば,第 二の例では対応する文があって,動 詞 「包園」の後に客体のr徐 」を

おける。

相対する能動態文 と 「被」をともな う文があるかないかは,ま った く後

者の構造に よるものであって,動 詞の性質(他 動詞か自動詞か)に よるので

はない。

他動詞の後には直接補語,あ るいは前置詞 ・後置詞構造,ま たは数量補

語等々が くる。 このぼあい,も し同時に直接補語と数量補語,あ るいは直接

補語 と性状描写 を 用いねばな らぬ とすると,動 詞 を 重ねるのがふつ うであ

る。た とえば,

他看迭本書看了三次(「 看」の 後には 直接補語の 「迭本書」がつづ き,
OOO

数量補語の 「三次」は二回用い られた動詞の後に くる)

他写迭些字写得好看(は じめの動詞 「写」の後には直接補語 「迭些字」
ooo

がつづ き,第 二の 「写」の後には動作の性状を しめす構造がおかれる)

もしも 「被」のつ く文をつ くる必要があれば,そ の終 りに第二の動詞の

方法を用いて動作の性状描写をお く。このばあい構造の成分は,客 体を意味

す る名詞が動詞の後に くる能動態文を 「被」のつ く文にかえる妨げにはな ら

ない。

老苓苓…已被打得劫不了(几 女,24)は 次の ように 書きかえられ る。
oo

打老苓苓打得(他)劫 不了(こ こでは 「打」が くりかえされている。第一例
ooo

では後につづ くのが直接補語であるが,第 二例では動詞の性状描写である)。

したがって,客 体の名詞が動詞の後に くる相対する能動態文がないこと
(42)

は,文 の構 造 と関 係 してい る。

(一 定 の構 造 の文 で)客 体 を意味 す る名詞 が そ の動 詞 の後に くると,そ の

㈲ 単語を自由に並べ られるロシヤ語には,こ うい う現象がない。受動態文は構造

的にいつでも任意の能動態の文をとれる。 ロシヤ語では(中 国語で もそ うだが)

意味に よって書 きかえができないが,こ れについては ここではふれない。
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動詞は他動詞 といえる(も し名詞が動詞の後に くるとい う動詞の及物性を規

定す る第一の規準か ら出発すれぽ)。

文を書 きかえるばあい 「把」をもちいて客体を意味す る名詞を動詞の前

に うつす ことができるかどうかを明らかにす る必要がある(こ れは動詞の及

物性の規定を可能にする第二の規準である)。

ここにい くらか他の情況がある。文の構造の観点か らすれば,こ のばあ

い 「被」のついた文を対応す る 「把」をともな う文にかえるためにはほとん

ど何の障害 もない。

後置 される動詞の性状描写のある文は,つ ねに再構成 され る。

更多人被圷得失了魂似的乱嘆乱窟(故 事,134)
ooo

・・把老弥共咋的跣下了車子(暴 風駿 雨 ,0125)
ooo

前置詞 ・後置詞構造をもつ文は,つ ねに対応する。

旅客也有不少被関在鈷里(故 事,114)
ooooo

我就把地1門関在迭里(巴 金,32)
ooooo

二 音節 あ るいは単音節 のサ ブ ィクスのついた動詞 のあ る文 もみな対応す

るら 「被」 のつ く文 中にサ フ ィクスのない単 音節動詞があ るばあいだけは,

この よ うな文 に 対 応 す る組 を と ることはで きない。た とえぽ,但 是 他害 柏 会
ペア

被 人笑(霧 雨 電,326)と い う文 で は 「把 」 を と もな う 対応す る 文は で きな
o

いo

「把」と 「被」を ともな う文 との間に相互関係がないことは,文 の異なっ

た構造で説明され るのではな くて,こ れ らの文に用いられている他動詞の型

の相異で説明される。

二重補語の動詞の時には対応する文をつ くれない。

杁前我被老百姓問起来兎是唯為情的(田 双,刷 作選,人 民文学出版社,
ooo

315)

我被 他 迭公 突 然 一 問,当 時 也 征住 了(王 逐,37)
oo
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(43)

李成功被他一説,倒 愕住了 これ ら文の客体になっている代名詞の「我」
oo

と個有 名詞 「李成功」は 「把 」 と い っ しょに 用 い られ ない。 それ と い うの
(14)

は,こ れ らの客 体 が 間接 目的 語 で あ って,「 把 」 と と もに用 い られ るの は 直

接 目的語にか ぎるか らであ る。

祈求動 詞のば あい も対応す る文はつ くれ ない。

我被 幼不違,答 庇 了(魯 迅,小 説 集,23斗)
ooo

主子{門被 請 了 出来(巴 金,家,88)
oo

函国兇理認為原子能庇該只允許用干和平的目的和為人羨謀福利
oo

一 蓉兵 終於被 …海軍砲逼回去(故 事
,151)

o

祈求動詞はみ な客体を しめす 名詞を 「把 」の 助 けを 借 りて 動詞の前 に

移せ ない。 この種の動 詞では おおむね 「把」を 用い られ ない。 この事実か

ら若 干の研究家は勧め る意味 の動 詞 を 間接 ・他動詞(KOCBeHHO-fiepeXOJLHbiPt
くり　ラ

rllArell)と み な さね ぽ な らぬ と結 論 して い る。

「被」 と 「把」 を ともな う文は,な お も うひ とつ の ば あ い に も 対 応 しな

いo

多 くの研究家 のみ とめ るところでは,「 思 想 」,「感情 」 「説 話 」 の精 神 行
(46)

為の動詞 とともに 「把」は まった く用 い られ ないか,用 い られ るに して も ご
くるり

くまれで ある。 「被 」 とな ると,こ の 種 の動 詞 とと もに用 い られ ることが非

常に多 い。た とえば,

張 福 田被 笑 得 心 慌(故 事,99)
oo

我 粕被 像看 見(巴 金,短 篇小 説 集,287)
oo

軽声点,不 要 被 人折 見(巴 金,家,324)
oo

as王 迩,把 字 句和被字 句,40頁 。

働 ふつ う間接 目的語 にな る ものは,名 詞(動 作 を うけ る人 をあ らわ す)で,そ れ

は間接 の定 向性 の前置 詞に よ り動詞 の前に移せ る(「 中国語教科 書」325頁 を 見

よ)。

㈲ エ ス・イ ェ・ヤホ ソ トフ,中 国語の動 詞範 疇,44-48頁 。中 国語教 科書,325頁 。

㈱ 王力,中 国現 代語法,165頁 。

働 呂叔 湘,双 語語法論文 集,北 京.科 学 出版社,1955,128頁 。
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地底 事 情 已経 被 那人 知 道 了(巴 金,家,205)
ooo

「被 」 は そ の ま ま の形 態 の 上 述 の 動 詞 と と もに 用 い られ る。

「被 」 と と もに 用 い られ る 「思 想 」,「 感 情 」,「 説 話 」 の 動 詞 を 一 覧 表 に し

て み る と,

憧 得(巴 金,家,250)

P下(故 事,134)

騙(虻,99。 魯 迅,小 説 集,4)

仇 視(魯 迅,小 説 集,315)

侮 辱(虹,17)

駁 斥(巴 金,家,323)

知 道(虻,41)

誤(魯 迅,小 説 集,4)

痛 罵(巴 金,家,209)

忘 郡(巴 金,44,32)

忘 記(巴 金,秋,65)

忘 捧(巴 金,4)

遺 忘(巴 金,12)

明(故 事,69)

証 明(人 民 日報,20,1X,1952)

溺 愛(霧 雨 電,78)

覚 察(巴 金,家,89)

誘 惑(故 事,227)

駁 倒(虹,226)

紀 念(呂 叔 湘,朱 徳 煕,118)

尊 敬(同 上)

嘲 笑(巴 金,家,268)

そ こ で,「 被 」 と 「把 」 を と もな う 文 は,次 の ば あ い の 動 詞 で は 対 応 し
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ない ようにみ える。

1)二 重 補 語 の動 詞 の と き。 「被 」 と 「把」は各種の 目的語 を条件づけ

る。

2)祈 求動 詞 の と き。 「被 」は 用 い られ るが,「 把 」 は用 い られ ない か,

用 い られ る と して も ご くまれ で あ る。

3)「 感 情 」,「思 想 」,「説 話 」 の 動詞 で は 「被 」 だけ しか用 い られ ない。

以上に よ り明 らか な ことは,「 被 」 は 「把 」 よ り 見当 る こ とはず っと少

ない とはいえ,利 用 範 囲は ず っ とひ ろい ことで あ る。

「把 」 とともに用い られ る動 詞の動作の客体 を意味す るすべ ての名詞は,

「被 」 を と もな う 文 で は 主語 に なれ る。 「把 」を ともな う文(能 動 態)で も

「被 」 を と もな う交 「受 動態 」で も,そ の 中に あ る動 詞 は 他動 詞 とみ な し う

る。

動詞 の及物性を規定す る第二 の規準か らこ うい うことにな る。

この観点か ら次の よ うな断定は正 しいで あろ う。 「中国語で直接補語 と

み な され るものは,動 詞 の後 ぽ か りで な く動 詞 の前(前 置詞 「把 」 を と もな
(48)

って)に 位 置 し,こ れ に受 動態 の主 語 が対 応 す る」(「被 」 を と もな う文 を考

えに 入 れ て一 著者)

こ うは い って も 「反 対 のば あ い」は ない,と い うの は 「被 」 を と もな う

文 の あ らゆ る主語に 「把 」を ともな う文が対応 しないか らであ る。 これ らの

ぼあい 「被」を と もな う文 の動詞は他動詞 であ るとはいえない。上述 の よ う

に これ はみ な間接 の定 向性動詞(二 重 補語 動 詞 と勧 め る意味 の動 詞),間 接 ・

他 動 詞 で あ る。 そ の と き主 語 に なる名詞は間接 目的語であ る。

「被」を ともな う文で主語にな るのは,ふ つ うは 直接 目的語(こ の あば い

「把 」 の つ く文 もつ くれ る)と な る 名詞 で あ る。

しか し,「 被 」 を と もな う文 の主 語 に,間 接 賓 語 とな る名 詞 で もなれ る。

(こ のば あい は 「把 」 を と もな う文が対応 しない)。

⑯ エ ス ・イ ェ ・ヤ ホ ン トフ,中 国 語 の動 詞 範 曝,37頁 。
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受動態構文の主語に間接 目的語がなるのは多 くの言語に もある。英語で

は受動態の構文で間接 ・他動詞がひろ く用い られているとい う一般的な特徴

がある。 このぼあいには間接 目的語になる単語がしぽ しば主語になる。

たとえばエム ・エス ・シャピロはこ う書いている。 「現代英語で受動態

を用いる…基本的特徴は このようなぽあい,次 の点にある。受動態は直接 ・

間接 ふたつの補語を支配す る動詞でつ くられる。その上受動態の主語に対応

するのは能動態の間接補語である。直接補語はそのままでお り,受 動態のい
く　

わゆ る保留 目的語(retainedobject)に な る。

さ らに ア ・ア ・ポチ ェー ブ ニヤはイ ンド ・ヨー ロッパ語では,み な 間接 ・

他 動 詞 が受 動態 の形 式 を とれ ることをみ とめてい る。 「受動態 はあ らゆ るア

リア ソ語の意味 の面か ら,広 い意 味 で の他 動 詞 の存 在 を 予 想 してい る。つ ま

り,対 格 を支 配 す る客 観的 主 動 的 な動詞,そ して他 の格 で は 補 語 を必 要 とす
く　ラ

る客観的中性的動詞の存在を予想 している。」

中国語の 「被」をともな う文で主語になれ るのは,こ うい う間接 目的語
く　 コ

だけである。動詞はそれを前置詞なしで支配で きる。これは二重補語の動詞
くろわ

や祈求動詞で も可能である。 これ らは間接 ・他動詞であ りなが ら,そ の後に

間接補語(間 接 目的語)を もち,前 置詞な しでそれを支配する。このばあい
(53)

で も前 置 詞 は お け るが 必 ず い る わ け で は な い 。

㈹ エ ム ・エ ス ・シャ ピロ,現 代英 語におけ る動 詞の及物性 と被 動態 の範 瞬,一

「学校 の外 国語」,1956,No.1,21頁 。

棚 ア ・ア ・ポ チ ェー ブニヤ,ロ シヤ語文法 にかん す る覚書か ら,四 巻 モ ス クワ,

レー ニング ラー ド,1941,201頁 。

励 二重 補語 の動 詞は多 くの学者 に よって独特 な グループに分 け られて い る。た と

えば黎 錦黒,新 著 国語文 法,122-145;ア ・ア ・ ドラグノブ,現 代 中国語文法研

究,113-127頁;中 国語教 科書,322-325頁 。

㈱ 「中国語教科書 」 の著者 たちは,多 くの祈 求動詞 を 二重 補語 の動 詞に 関係づけ

る。「こ うい う祈 求動詞 の動 作 は 主体 か ら客体へ,あ るい は客体か ら主体へ の何

らか の転化 とむすび つい てい る。た とえば 「学 」,「問」 な ど一 「中国 語教 科書」

325頁 。

⑬ 二重 補語 の動詞 では直接,間 接 の二つ の 目的語 は直接動詞 の後 におかれ る。間

接 目的 語は前置 詞の助 け をか りて動詞 の前 に もおけ る。

一一37・一



(192) 人 文 研 究 第三十四輯

直接 ・他動詞のぼあいでも間接 目的語(補 語)を もてるが,こ のばあい

前置詞は必ず しもいらない。間接 ・他動詞とのちがいはここにある。

他動詞のばあい前置詞に よってのみ能動態の構文に導入され る間接 目的

語は 「被」をともな う文の主語にはなれない。

母来給(替)骸 子椚穿衣裳(こ こで 「穿」とい う動詞はふつ うの直接 ・
oooo

他動詞であ り,間 接 目的語 は 前 置詞 を介 して導 入 され てい る)。 この能動 態

文 は どん な条 件 の も とであろ うとも,間 接 目的語 の 「孜 子{門」 を 主語 に す る

た めに 受動 態 に 改 める ことはで きない。

王力教授 は英語 の受動態 を 中国語の受動態 と くらべ て,Thechildren

weredressedeverymorningbytheirmother・ を 中 国語 訳 す るほ あ い 「子

供 ら」 を 主語 にす るため,動 詞 の前 に 「被 」 を お くこ とは で きない と してい

る。
　　

弦子椚毎天早農都被他椚的母衆穿衣裳

上述の ように 「被」と 「把」は,若 干のばあいその使用範囲は多様であ

る。 しか し,そ の他のぼあいは 他動詞とともに 用いるとい う特徴がある。

「被」,「把」 と結合できるかに よって,動 詞を他動詞 と 自動詞に分け うると

考えられる。 「自動詞が他動詞とことなるところは,直 接補語をおけないこ

とであ り(「被」を使用す るもの も含む。これは主語 と動詞の間におかれて
　もの

直接 目的語を しめす),ま た 「被 」 を と もな う文 に用 い られ ない ことであ る。

自動詞には 「被」 とともに用い られたばあい他 動詞の意味 になるとい う

特徴 があ る。 こうい う動詞の とき 目的語 は大体に おいて動 詞の後 に くるか,

また は 「把 」 に よって前 に うつ され る。

湖水象一疋 白椴子鋪在地上有肘被 風吹着微微 地瓢劫(巴 金,秋,72)(こ
oo

こ で は 自動 詞 「吹 」 が 「被 」 と と も に 用 い られ て お り,こ の ば あ い は 他 動 詞

の 意 味 に な っ て い る)。

(凶 王 力,中 国語法理 論,182頁 。

岡 エ ヌ ・ヴェ ・ソー ンツェワ,中 国語 におけ る動 詞交 の主語規定 の規準,29頁 。
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中 国 語 の 受 動 態 (193)

風吹来外灘公因里的音楽(茅 盾,子 夜,1)(「 吹」とい う動詞 の 動作の
oo

客体は動詞の後におかれている)。

風把 刈代表的講話吹得断断績績 的(周 立波,28)(こ のばあいは 「吹」
oo

が 「把 」 とともに用い られ てい る)。

した が って,次 の よ うに結 論 で き る。

1.「 被 」 を と もな う中 国 語 で は通 常 直接 ・他動詞が用 い られ る。

2.「 被 」 と と もに用 い られ る ものに は また 間接 ・他動詞があ り,こ れ

に は二 つ の グル ー プのa)二 重補 語 の動 詞,b)祈 求 動 詞 が あ る。

3.「 被 」 を と もな う文 で は直 接 目的語 が主語 になる。

4.間 接 目的 語 も 「被 」 を と もな う文 で主語 として用い られはす るが,

そ れ は 間接 ・他動 詞 の と きに か ぎる。

5.「 被 」 は現 代 中国 語 で 自動 詞 と と もに用 い られ るが,そ れ は 他 動 詞

の 意味 を も った ときだけで ある。

6.「 被 」 は あ らゆ る語義 グル ー プの 他動詞 とと もに滑 い られ る。 周知

の よ うに黎錦 煕教授 は,中 国語 の 他動 詞 に 最 も完 全 な意 味論的分類をあたえ

(56)

てい る。「被」は次の他動詞 と用い られ る。

a)事 物 に 直接 の影 響 を あた え る もの,「 吃 」,「作 」 の た ぐい 。

b)「 認 識 の 方 法 」 を しめす もの,「 看 」,「知道 」。

c)「 与 えた り,奪 った りす る」 意 味 の もの,「 送 」,「イ}」。

d)「 人事 へ の干 預 」 を しめす(祈 求動 詞),「 請 」,「允 許 」 な ど。

e)「 認 定 」 の意 味 を もつ もの,「 認 」,「当 」 これ はつ ね に繋 詞 と と もに

用 い られ るわ 。

f)「 変 化 」 を 意 味 す る もの,「 分 」。

9)感 覚(と 感 覚 の表 現)を あ らわ す もの,た とえ ば,「 笑 」,「罵 」。

「被 」 と と もに用 い られ ない動 詞でただひ とつの グル ープは 「所 有」関係

(rcs}黎錦煕,新 著国語文法,122-145頁 。
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をあらわす動詞(「 有」とその反対の意味の 「没有」,「元」)と 半補助詞性を

もつ動詞である。

したが って,動 詞の及物性は また 「被」使用 の 条件 となる。 及物性は

「被」を用いるための 基礎 とみな しうるか ら,不 及物性動詞とともには機能

を果 しえない。

以上に より結論できることは,中 国語には及物性の範疇があ り,動 詞が

「被」とともに用い られる文 は 原則として動詞が 「被」な しで用いられる文

と相互に書きかえ られ ることである。

性質上 「被+動 詞」 とro+動 詞」とい う二形式のきび しい一貫 した対

立問題は明らかにならないままでいる。 「動詞+0」 形式が 「動詞+被 」形

式の意味をあ らわせ るかを研究 しなければな らない。いわゆる 「被」使用の

任意性の問題を明 らかにする必要がある。なぜな らイソド・ヨーロッパ語比

較言語学の観点か らすると一定の範疇の任意性は,そ の範疇 自体の存在に疑
ゆわ

惑をいだかせ るか らである。たとえばア ・マスペ ロ教授が中国語のあ らゆる

範疇を任意的なものとみな し,中 国語にはあ らゆる語法範疇が欠けていると

結論 しているのは周知のことである。

動作の主体を意味する名詞

どんな構造の文で も 「被」があるばあい,そ れは直接動詞の前におかれ

るか(動 作の主体たる名詞がかけているとき)あ るいは動作の主体たる名詞

の前におかれ る。 このばあいの 「被」は一連の研究では主体の附加成分 とい
(58)

わ れ て い る 。

「被 」 の 後 に く る 名 詞 は 動 作 の 本 源,主 体 で あ る 。 しか し,い く らか そ の

特 徴 に つ い て い え ぽ,こ れ らは 活 動 体 名 詞 も 非 活 動 体 名 詞 も 含 み 一 様 で な

く,行 為 者 や 行 為 す る物 を しめ す 名 詞 もあ れ ば,具 体 的 な 名 詞 も抽 象 的 名 詞

(5,丁本書(原 文)54-61頁 。

(58)華 俄辞典,イ ・エ ム ・ア シ ヤー ニ ン編 モス クワ,1952,566頁 。
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中 国 語 の 受 動 態 (195)

もあって,同 種類の グループとはいえない。

「被」の後に非活動体名詞がおかれたとき,そ れは主体であるだけでなく

動作の本源である。

某某人就是在上海被汽車畷死的(巴 金,家,323)

被酒嶢着的(巴 金,家,330)

丙条腿被石美石並得…(魏 魏,9)

行為者はそれが代名詞や固有名詞のぼあい,と くには っきりと表わされ

る。

被他圧蟹了(魯 迅,0026)

被 白茄学得(林 海,30)

行為者は普通名詞であらわす ことができる。

…被丙全騙子騙了(叶 聖陶,童 話選,0040)

被人制服的(巴 金,家,53)

動作の主体が抽象名詞であ らわされ る。

被幸福遣棄了(巴 金,家,53)

これ らの ことは次のことを語 っている。 「被」が動作の主体をあらわす

名詞 とむすびつ くか,あ るいは動作の本源の附加成分であるぽあい,名 詞の

語義は意義をもたない。 「被」は抽象名詞または非活動体名詞の前におかれ

るが,非 活動体は事実上行為をせず,実 際に行為す るものの前におかれる。

周知のように動作の主体が活動体の 「被」をともなう文 とともに,こ れ

に多 くの点で似ていて非常に一般的に用い られ る文型がある。それは補語が

前に出る交である。た とえば,

這去的神神事情…他都看見了(巴 金,家,250)

地写給勉姑母的信是被大衆都看了(丁 玲選集,12)

この文はふたつ とも異なる形態的分化があるが,文 のは じめには後に く

る動詞の動作の客体たる名詞があ り,そ の後には動作の主体となる名詞がつ

づ き,最 後に二つの文 とも同 じ形態をした動詞があることで似ている。いず
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れ も動作の主体は現実に動作を行な う。しかし,第 二例では動作の主体の前

に 「被」があるのに,第 一例にはない。ちがいはまだある。第一例では第二

例 と異な り,動 作の主体がつねに動作の実際の行為老たる活動体名詞にか ぎ

られている。 したがって,実 際に動作の主体 となる名詞は中国語の シソタッ

クスの立場か らすれば,動 作の客体となる名詞と動詞の間におかれるといわ

ねぽな らない。 この位置にある動作の主体 となる名詞は,そ れが動作の主動

者であることをしめす どんな附加成分(OPOPMaHT,formant)も 必要としない。

「被」をともな う交では,活 動体名詞に も主体性を しめす特殊な附加成分

は何 もい らない。その主体性はあきらかである。それゆえ ここに 「被」のあ

ることは主体の位置によっておきたものでな く(主 体の名詞が ここに位置で

きさえ した ら),ま た 「被」の後にある名詞 が 動作の主体であることを しめ

す必要に よるのでもない。 これは名詞自体の意味か らすでに明 らかである。

「被」を ともな う交で,こ れ とは違 った ものがある。それは 「被」の後に

ある非活動体の名詞が,実 際の主体つまり動作の主動者でないものである。

この文に 「被」がないと,意 味上の不規定性をつ くりだす ことが しばしばあ

る。だか ら,こ のぼあい 「被」はどうしても必要である。なぜなら,こ うい

う名詞は意味上実際の動作の主動者ではないか らである。 「被」は本源の附

加成分,つ まり動作の主体 といえるかもしれない。 しか し,こ のばあいこう

い う主体が動作の語法的主体であって,「 被」は動作 の 語法的主体の附加成

分であるといわねばならない。「被」は動作の語法的主体の附加成分 として,

それが名詞の前におかれた とき活動体 とみなしうる(主 体は動作の実際の主

動者であるだけでなく語法的主動者で もあるか ら)。

このほか 「被」はその後の名詞が省略 されているとき,動 作の語法的主

体の附加成分 とみなしうる。たとえば,

但朝鮮戦争是被排大化了,太 平洋的安全是被破杯了,究 寛是誰ガ大了朝

鮮戦争的?是 誰破杯了太平洋上的安全的?(文 件集,207)

「被」のある最初の受動態文二つには動作の主体になる名詞がない.三 番
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目と四番目の文は,は じめの受動態文三つか ら再編成された能動態である。

ここで 主語になっているのは,動 作 の 主体なる 疑問代名詞 「誰」である。

「被」を ともな うは じめのふたつの文を能動態になおす ことは,「 被」をとも

な う文に 「被」が動作の語法的主体の附加成分 として入 ることで可能と思わ

れ る。

た とえぽ 「被」は次のばあいに語法的に働いている主体の附加成分 とし

て入れる。

1)名 詞がつねに実際の動作の主体たる活動体であるとき。

2)名 詞が実際の動作⑧主体でない非活動体であるとき。

3)一 般に名詞が欠けているとき。

これはみなきわめて異種なばあいである。 したがって 「被」の使用を条

件づけるものは,名 詞の語義であ って,名 詞を欠 くことができるとい うこと

ではない。

受動態に 「被」があることは,動 作の主体たる名詞の文中における語法

的はた らきに より説明できるか。

受動態における動作の主体た る名詞 は 補語であ り,「被」のおかげでな

おかつ語法的に働 らく主体(動 作の語法的主動者)と なる。 もし動作の客体

たる補語を前へ もち出 した能動文に うつると,そ こでは主体たる名詞が主語

であ りなが ら,ま た語法的に動作の主動者であ り,何 らかの補助詞のたすけ

をか りない。 したが って,主 体 となる名詞が受動態で補語 となるとき,主 体

となる名詞の代 りに 「被」をか りて語法的動作の主動者をつよめる必要があ

る。 しかし,何 に よって主体が補語のはた らきをすることになるのか。また

主体たる名詞が一般的にいってない とき,動 作の語法的主体の附加成分の必

要なことは,何 によって説明され るのか。それは 「被」が名詞のあるなしに

かかわ らず 用い られ るか らであ り,「被」のはた らきは 語法的にも意味論的

に も名詞 との結合に よって条件づけ られないといえるか らである。 これは次

の ことを意味する。動作の語法的本源の附加成分 として,そ れが役割を果す
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ことの必要性 は,「 被 」 が 名 詞 の 前 に あ ろ うと も名詞その ものに よって条件

づ け られ るのでは な く,他 の要 因 に よ る とい うことで あ る。

我 只願意一切都被包在煙霧 里(巴 金 選 集,207)

この文 で 「煙 霧 」 とい う名 詞 は事 実上動作 の主体であ るが,前 置 詞 ・後

置 詞 構 造 に ふ くまれ て お り,し た が って語 法 的 に は動 作 の完 成 の場所を意味

してい る。動 詞の前 にあ る 「被 」は ど うして も,こ の 名詞 とはむ す びつ か な

い 。上 例 は 明確 に次の ことを しめ してい る。す なわ ち 「被 」 と動作 の主体 と

な る名詞 との相互関係にのみか ぎって考察すれば,上 の 疑 問 に た いす る こた

え が え られ ない。 「被 」を ともな う文では主体 の名詞 と動 詞のほかに,動 作

の客 体 た る名詞 も参 加 して い る。
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